
   

 

 

 

 

 

     

 

  三寒四温
さんかんしおん

 ～春に向かう今を大切に～ 
3 学期も残り少なくなってきました。 

2月に入り、インフルエンザ等の感染症が心配される中でも、

子供たちは元気に学習やスポーツ、様々な活動等に取り組んで

います。 

学校では子供たちが、できるようになったなわとびの技を見せて

くれたり、グラウンドで雪遊びをしたり、図書室で本を読んでいた

りするなど、思い思いに休み時間を過ごす姿が見られます。また、「なわとび集会」に向けて、一

人一人が「個人の技」や「８の字とび」の記録を伸ばそうと練習に励んでいます。友達同士で励ま

し合うことが、成長に大きく結び付いていくのだと感じます。 

２月は、「三寒四温」と言われるように、寒い日と暖かい日を繰り返しながら春に近づく時期で

す。４月に出会った子供たちの姿を思い浮かべながら、いろいろな場面で子供たちの成長を実感し

ます。希望をもって春を迎えられるよう、これからも一人一人の努力やよさを見付け、認め、褒め

言葉をかけていきたいものです。引き続き、よろしくお願いいたします。 

 
★  なわとび集会(2/13)を目指して ★ 

 なわとび集会に向け、学年でなわとびの練習を頑張ってい 

ます。一人一人が挑戦する技を決め、目当てをもって練習に 

取り組んでいます。学級で挑戦する「８の字とび」では、友 

達の頑張りを応援したり、友達の成功を一緒に喜んだりする 

姿があり、心が温まります。本番を目指して頑張ってほしい 

です。 

 

★ 「卒業を祝う会」に向けて  ★ 
3月２日に卒業を祝う会を行います。5年生と、１年生から４年生の代表委員が中心と

なって卒業を祝う会の計画を立てています。みんなでアイディアを出し合って、テーマや

出し物を決めていきます。6年生に感謝の気持ちが届くように準備しています。 

 

★ 学習参観 １/31(土) ★ 
お忙しい中、学習参観に参加していただき、ありがとうございました。雪が降り積もる

中、早朝より山茂建工さんに除雪していただきました。駐車場の確保が難しかったことと

思いますが、ご協力いただき、ありがとうございました。 

今年度最後の学習参観でしたが、子供たち一人一人の成長を感じられるひとときでし

た。また、保護者の皆様の参加型の授業の場面では、子供たちと寄り添いながら、楽しそ

令和７年度 学校だより                                
 

      
湖
こ

  南
なん

 

 

第１２号 

令和８年２月９日 

氷見市立湖南小学校 

TEL 91-1226 FAX 91-5959                                                   

Eメール konan-es@himi.ed.jp 

 



うに参加しておられる姿が印象的でした。子供たちが生き生きと学習できる場を目指し

て、これからも教職員一同、励んで参ります。 

 

★ 学校運営協議会 １/31(土) ★ 
第３回学校運営協議会では、保護者の皆様にご協力いただいた学校評価アンケートの

結果（１２月２３日配付「学校評価アンケート（２学期末）について」に記載）や、アク

ションプランの取組状況、２・３学期の様々な行事・活動を振り返って報告しました。１

学期よりも伸びてきた点や、残された課題について共通理解を図るとともに、課題の原因

や改善策等を協議しました。「誰にとっても居心地のよい学校になるように」とのご意見

をいただき、今後も子供たちの健やかな成長を目指し、地域や家庭と連携を深めていきた

いと思います。 

 

★ ５，６年スキー学習  １/16（金）★ 
１月 16日にイオックス・アローザスキー場で、５，６年生のスキー学習を行いました。

雪不足を心配しましたが、天候にも恵まれ、充実したスキー学習を終えることができまし

た。学校に戻った一人一人の子供たちの表情には、やり切った力強い様子が感じられまし

た。スキー学習の準備等、ご協力ありがとうございました。 

 
★ 学校給食週間  １/26（月）~ １/30（金）★ 
 今年度の学校給食週間のテーマは「未来に向かって～

プレイバック昭和１００周年～」でした。昭和２５年、

４０年、５０年、６０年と、懐かしい献立から、未来に

残したい食材献立まで味わうことができました。 

 給食委員会が企画した「食べ物について知ろう集会」

では、全校児童が、給食に携わる方々へ感謝の手紙を書

いて手渡しました。その後、縦割り班のみんなと、ウォ

ークラリーを通して、食べ物について知るゲームやクイ

ズを楽しみました。これからも、食への理解を深め、感

謝の心を大切に、望ましい食習慣を身に付けていくこと

を願っています。 


